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○神奈川県匡済会の基本理念 
 

  あらゆる人の尊厳を守り 常に人が人として 

文化的生活を営めるよう その自立に向けた支援に努める。 

 

１ 平成２９年度事業計画の概要 
  

平成 29 年度は 2年目の指定管理期間となり、改めて安全で安心快適な生活自立支援

施設の管理運営に取り組む。また、複雑な事情を抱えて入所してくる利用者に対して、

利用者の受け入れ体制や支援体制を整備して、関係機関との連携を図りながら一時生

活支援事業、自立相談支援事業を適切に遂行し、利用者の自立に向けた支援を行う。 

 

２ 運営計画 
 

（1）生活困窮者自立支援法に伴う業務の執行 

①一時生活支援施設の運営 

一時生活支援施設として利用者の受け入れを積極的に行い、宿泊場所の供与

や衣食の供与を行うと共に、退所後の自立に向けた支援を行う。 

②自立相談支援機関としての支援 

自立相談支援機関として、「はまかぜ」利用者の自立にむけた相談・支援は、

利用者の自立と尊厳の確保および利用者支援を通じた地域づくりを目的として

行い、定例支援調整会議の開催など適切な遂行に努める。また、支援に伴う事

務処理は期限内に確実に行う。 

③支援方針 

支援プランを支援調整会議によって利用者、区の担当者、「はまかぜ」職員が

共有し、プランに基づいた支援を行う。また、支援プランの変更、終結の際に

も３者が共有して取り組む。 

    ④アウトリーチ 

自立相談支援機関「はまかぜ」のアウトリーチ部門として、看護師とともに

相談員が巡回して相談を行い、生活困窮者の早期把握に努め、適切な相談支援

につなぐ。こうした積極的なアウトリーチ活動により、「はまかぜ」との一体的

な運営を行う。また、退所後支援により、はまかぜ退所後の利用者へ地域生活

継続のための支援を行う。 

 

（2）利用者支援 

① 個別支援のために 
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利用者の職歴・生活歴・能力・意向を踏まえた、より適切な支援プランを作

成し、この支援情報を職員全体で共有化と活用を図って、自立を目指した支援

を行う。 

    ②就労支援 

      これまでの実績を活かして、利用者個々の事情に寄り添った就労支援を行う。 

③退所後生活の定着のために 

  利用者が退所後に安定して地域での自立生活を送ることを目標として、賃貸

アパートでの生活ができるよう、利用者の生活の確認を行うとともに、日常生

活の支援を行う。また、退所時には必要に応じて相談支援機関への適切なつな

ぎを行う。 

④未然防止のために 

借り上げシェルター、ワンナイト入所の活用や、地域のネットワークやアウ

トリーチにより生活困窮に陥っている者の早期発見に努める。 

④医療面の支援 

嘱託医（精神科）の活用により、利用者へ適切なメンタル面の相談・支援を

行う。また、看護師による健康相談や健康管理に関する助言・支援を行う。 

⑤施設設備の活用 

施設内の居室や半個室を活用して、自立生活に向けたプログラムを行い、利

用者個々の事情を考慮した計画的な支援を行う。 

 

（３） 関係機関との連携 

① 協力医療機関との連携により、利用者の健康診断を実施する。 

② 横浜不動産協会の協力による住宅相談や、協力不動産業者の活用により、利用

者の居所確保を図る。 

③ 通所施設（寿アルク）と連携・協力を得ながら、断酒を志している者に対して、 

断酒プログラムなどの活用により、回復に向けた支援を行う。 

④ 横浜ハローワークより派遣されている職業相談員や、寿労働センターの就   

業支援相談室との連携により、利用者の就労支援を行う。特に若年層の利用者

や、このままで一般就労が困難なケースには、体験講習を利用するなど、就労

自立に向けた支援に努める。 

⑤ 本会の運営する福祉施設との更なる連携の他、利用者の意向に基づき、更生、

救護、高齢者施設などの福祉施設への入所支援を行う。 

⑥ 健康福祉局生活支援課と支援状況・実績・対策等の共有化を図り、より連携を

深め、利用者の自立生活に向けた効果的な支援を行う。 

⑦ 各区生活支援課との相互理解に努め、連携を図ることで、利用者の退所に向け

た支援を行うとともに、退所後の再路上生活を防止する支援も合わせて行う。 
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⑧ アウトリーチ活動がより効果的に行えるように、横浜市ホームレス総合相談推

進懇談会を開催して、関係機関・団体、識者などの方々からの意見を得て、今

後のアウトリーチ活動に役立てる。 

 

  （4）施設運営・衛生管理 

① 利用者のアンケートを行って、利用者の意見・要望の把握に努め、業務や支援

に反映・改善に取り組む。 

② 利用者の施設での生活環境の向上のために、スポーツや工場見学などの様々な

レクやイベントの企画実行、また自立に向けた利用者への生活面の支援を行う

など、サービス・支援内容の改善に努める。 

③ 施設の衛生管理のため、定期的な消毒や寝具乾燥などを実施する。 

④ 厨房関係は栄養士による利用者の健康促進を行う。また、食品衛生面において、

施設としての自主的な管理強化を図る。 

⑤ 施設の維持管理を適正に行い、修繕を要するものは速やかに改善する。 

⑥ 安全・安心な施設運営のために、日常的に災害への抑止対策に取り組むととも

に、地域や施設内関係機関との防災訓練及び地震災害訓練を行う。 

⑦施設への見学や実習は積極的に受け入れ、施設で実施している事業内容の広報

周知等を図る。 

⑧ 地域の一員として、地域の会議や催しには積極的に参加する。 

 

  （5）職員育成 

日常的な業務を通じた能力開発を図るために、上司・職員間、職員同士の情報

共有の機会をより一層充実させ、法人としての人事評価や育成方針に基づき組織

的・体系的な研修を実施するとともに、外部研修やケーススタディなどの定例職

場研修により、職員の能力向上を図って組織全体の力を高める。 

 

  （6）環境保護 

施設内外の環境美化、緑化に努め、快適な環境づくりを行うと共に、事業実施

に伴うごみの減量化、リサイクル、省エネルギーの促進・環境保護に努める。 

 
３ 本年度の課題・目標 

 
（1）生活困窮者自立支援法に伴う業務執行のために 

① 職員は国が行う研修に順次参加し、法律や制度の内容への理解を深める。 

② 組織体制の整備により、切れ目のない支援を実践する。また、支援担当職員の

孤立化などに留意して、支援経過のチェック体制を確立する。 
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③ 利用者の入所時搬送サービスの実施により、区との連携強化や施設利用率の向

上を図る。 

④「はまかぜ」の支援内容を、区役所や地域、関係機関等に周知して協力、理解

を求める。 

⑤ 施設の利用を拒否する者の情報を分析して、より有効な関わり方を検討する。 

⑥ 関係機関とのネットワーク構築のための職員を配置して、業務の円滑化と連携

強化を図る。 

⑦ 利用者、職員を対象とした各種講座を企画し、社会的スキルの向上や様々な制

度の理解に努める。 

⑧ 日頃から利用者のニーズ把握や信頼関係の構築に努め、支援中断による利用者

の退所抑止に努める。 

⑨ 利用者への継続的支援が必要な場合は、はまかぜの退所時に他の自立支援機関

へ情報提供を行い、適切な引継ぎを行う。 

 

  （2）就労支援について 

① 就労自立率＝就労可能と判断された者のうち 50％の就労自立を目標とする。 

     （目標達成のために） 

ア 利用者のこれまでの経験や年齢をはじめ、生活歴・職歴等的確なアセスメ

ントにより、就労支援に必要な情報を整理し、個別性を重視したきめ細かな

就労支援を計画的に行う。 

イ 就労セミナーなどを活用して就労への意識付けを行う。 

ウ 利用者には、求人の状況に合わせた就労活動を促すとともに、就業支援事

業との連携により就労による自立支援を促進する。 

エ 技能講習、体験講習の利用により、利用者のスキルや経験に基づく就労活

動を促して、就労につなげる。 

オ 施設内半個室の早期活用などで、就労後の利用者のストレス軽減を図るな

どにより、退所後の就労の継続と社会生活の定着を図る。 

 

（3）退所後支援 

① より退所者を退所後支援につなげられるよう、支援担当職員とアウトリーチ担

当職員の連携を強化して、退所後支援の充実を図る。 

② 利用者が退所後に他の相談支援機関との相談がスムーズに行えるように、情報

提供や適切な引継ぎを行う。 

③ 退所者のより安定した生活確保に向けて、社会生活に伴う各種手続きの問題解

消に向けた支援など、退所後支援の支援力向上を図る。 
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４ 資料 平成２８年度事業について 
（※数字は平成 29年 1月末まで） 

 

（1）生活困窮者自立支援法に伴う業務の執行 

  ①一時生活支援事業による「はまかぜ」の施設運営 

・居所のない生活困窮者を受け入れ、利用者の自立に向けた宿泊場所や衣食の供

与を行った。 

ア 利用者数 

・550人（前年度同月比 158人減） 

・借上げシェルター利用者数＝91人（前年度同月比 13人減） 

・ワンナイト利用者数＝126人（前年度同月比 83人増） 

  ②自立相談支援機関としての支援 

・新規相談申込件数（本人同意ありのみ）＝697件 

   ア 個別支援 

・利用者の同意のもとに適切な支援プランを作成、また職員間で支援情報の

共有化と活用を図り、利用者の自立に向けた支援を行った。 

・支援調整会議実績＝459件 

   イ 関係機関との連携 

    ・各区の自立相談支援機関やハローワーク、医療機関、生活保護施設などと

連携し、利用者の退所後の生活安定を考慮した支援に努めた。 

    ・区の生活支援課職員に向けて、施設の支援内容の説明を行った。 

    ・定例支援調整会議を開催（9月 23日、2月 16日）し、関係機関と事業状況

や支援内容の共有を図った。 

・初回プランに関わる関係機関・関係者の数＝1,516件（複数回答含む） 

ウ アウトリーチ支援 

 ・年間の相談件数＝1,301件（男性＝1,248件、女性＝53件） 

 ・はまかぜへの入所実績＝65件（男性＝62件、女性＝3件） 

 ・これまでのホームレス状態にある者の相談支援と共に、定住型ホームレス

への働きかけの強化や、市民等からの通報などへの対応を意識的に行った。 

 エ 退所後支援 

・退所後にアパートに入居して自立生活を送る者に対して、退所後の安定し

た居宅生活の確保推進を目的に、一定期間支援員がアパートに訪問をして、

見守りや相談支援を行う退所後支援を行った。 

・訪問実績 17 回（実数 12人）、終了８人 

     オ 支援中断による退所 

      ・支援の中止率（無断、期限、その他） 



 6 

       ２６．４％（前年同月比５．２ポイント改善） 

     カ 退所後にアパートへ居所を確保した者 

      ・５８人（前年度同月比９人増） 

 

（2）施設運営・衛生管理 

  ①イベントの実施 

・職員による施設のサービス向上を目的としたプロジェクトに基づき、映画鑑

賞会やスポーツの日、季節湯、余暇活動プログラム、サンタからのプレゼン

トなど、年間を通じてレクやイベントを行った。 

    ②見学・実習生の受け入れ 

     ・行政、学校などの見学依頼には積極的に対応し、事業内容の広報を行った。 

     ・福祉系大学から資格取得などの実習施設として、4名の実習生を受け入れた。 

    ③防災訓練の実施 

     ・建物の複合施設としての構造を踏まえ、複合施設内の利用機関との合同防災

訓練を年 2回行った。 

    ④衛生点検・フトン乾燥・消毒 

     ・職員による月 1回の居室の衛生点検を実施。 

     ・法人委託の食品衛生コンサルタントによる食堂の衛生点検を隔月に実施。 

     ・毎月 1回、居室の消毒および害虫発生時に消毒を実施。 

・年 6回のフトン乾燥を実施。 

⑤利用者アンケート 

・利用者ニーズを把握するため、利用者アンケート（2回）を実施した。 

⑥防犯カメラの設置 

・防犯カメラ（3台）を施設内に設置した。 

    ⑦はまかぜ通信を発行（4回） 

     ・各区生活支援課とより一層の連携を目的として、広報誌を作成して施設内容

の広報周知を行った。 

    ⑧精神科嘱託医 

     ・利用者だけでなく職員も医療面の相談を行うなどで活用してきた。 

    ⑨施設の維持管理 

     ・職員と設備管理の業者による設備の巡視・点検結果をもとに修繕計画をたて、

施設設備の修繕を行った。 

 

（3）職員育成 

 ①平成 28 年度自立相談支援事業従事者養成研修を修了 

  ・（後期）主任相談支援事業養成研修（8月 17日～19日：1名） 
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  ・就労支援員養成研修（前期）（後期）：2名） 

 ②生活困窮者自立支援制度相談支援従事者 職場内伝達研修を実施 

 ③法人による階層別研修を実施 

④全社協、県社協、市社協主催の外部研修に参加 

⑤職場内研修 

・定期的にケースタディ勉強会や人権研修等、職員の自主的な勉強会を開催。 

 

（4）就労支援の取り組み 

① 就労自立率＝55.0％（前年度同月比 9.1％増） 

 ア 就労自立率向上および就労者のストレス軽減の取り組み 

  ・早期に就労者を施設内半個室へ移して、集団生活のストレス軽減を図った。 

  ・就業相談室をプログラム外の利用者も相談可能とした。 

  ・就労手続きなどで、利用者を待たせない体制づくりを行った。 

  ・日雇い就労者へのサービス改善を行った。 

     イ 就労セミナー 

      ・就労セミナーに 54人（10回／全 12回）が参加した。 

     ウ 就業支援事業との連携 

      ・就業支援事業の利用により 4人が就職。 

求職活動に入る前に、就業支援事業相談員による、適職診断や模擬面接な

どの求職活動準備支援を行った。 

 

（5）平成 28年度事業の評価 

  ・利用者数の減少については、ここ数年の重要な課題として取り組んできたが、

依然として減少に歯止めがかかった状態ともいえず、今後も施設全体での取り

組みが必要である。 

  ・自立相談支援事業従事者養成研修の職員の受講を進めているが、今後も受講枠

を確保して、職員の研修修了を進めるとともに、伝達研修による職場内の共有

と周知に取り組みたい。 

  ・支援の面では、利用者の生活状況を確認する記録シートを作成して、支援プラ

ンの作成に活用したほか、利用者の生活状況を福祉保健センターと共有するな

ど、支援に取り組むうえで有効であった。 

  ・退所後にアパートへ居所を確保した者が増加している中で、今後は退所者がア

パート生活をより定着して行かれるような取組みを行いたい。 

・退所後支援を実施して、アパート自立を果たした利用者への見守り支援を行った。

退所者の退所後生活の相談支援を行うとともに、退所者を必要に応じて「他機関

へ繋ぐ」という意味でも重要な役割を果たしており、今後も相談内容などを検証
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しながら取り組むことが必要である。 

・職員の支援改善の声から、今年度は入浴の 7日間化のサービス改善を行ったが、

今後も積極的な自主改善に取り組みたい。 

  ・利用者アンケートの実施は、利用者の感じている施設の印象や利用者ニーズの

把握というという面では大変有効であった。今後はアンケート結果の検証とと

もに、支援や事業内容への反映を検討してゆきたい。 

  ・期限、自主、無断退所などの支援を中断してしまう利用者の数は、期限退所や

自主退所者の減少により前年度からは改善が見られている。今後も支援中断者

が出ないよう、施設生活や支援内容を充実させてゆくことが必要と考えている。 

  ・はまかぜの支援内容の広報周知のため、広報誌の発行や福祉保健センターの職

員に向けた支援内容の説明を行ってきたが、今後も密な連携のために継続して

ゆきたい。 

  ・施設の防犯対策として、今年度は防犯カメラの設置を行ったが、今後も抑止を

念頭においた対策を図ることが必要である。 

 

 


